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（様式１）

評価対象 評価項目 具体的数値項目 自己評価
外部アン
ケート等

改　善　策 自己評価
外部アン
ケート等

改　善　策

① 特色ある教育活動に積極的に取
り組んでいる生徒が75％以上であ
る。

・食の教室やクラスマッチなど特色ある行事等の特別活動と
部活動を充実させ、生徒の諸活動の活性化を推進する。社会
人や卒業生による講演会を企画し、定時制と社会の結び付き
や進路意識や職業観の育成の重要制の理解を促す。

Ａ Ａ

ほぼ全員が本校の特色ある教育活動に積極的に取り組んでい
る。コロナ禍で各行事に制限もあるが、感染症対策を徹底す
るとともに工夫を重ねて、今後も学校行事、総合的な探究の
時間等の活性化を図りたい。

Ａ Ａ

アンケートA+B評価は100％である。コロナ禍で各行事に制限
もあるが、感染症対策を徹底するとともに工夫を重ね実施で
きた。来年度も生徒と相談しながら、新たな取り組みを取り
入れたい。

② 自分の学校が好きだと感じてい
る生徒が80％以上である。

・学級活動、学校行事、部活動に積極的に取り組む生徒が自
己有用感を感じることが多いため、本校の五常の教えを踏ま
え、継続して生徒の主体性を大切にする教育活動を推進して
いく。

Ａ Ａ

自分の学校が好きだと回答した生徒が93％である。自己有用
感を高めるためのブレインストーミングと縦割りグループに
よる学校行事が功を奏しているようである。今後も感染症対
策に注意を払いながら、学校行事を運営したい。

Ａ Ａ

自分の学校が好きだと回答した生徒が97％である。様々な教
育活動を通して、自己有用感を感じているようである。来年
度も感染症対策に注意を払いながら、生徒と共に学校行事を
運営したい。

③ 三修制を利用して、95％以上の
生徒が３年間で卒業している。

・三修制は本校の大きな特徴であり、説明会等を通して、生
徒・保護者の理解を促す。また、学校に軸足を置いた生活習
慣の確立を継続的に指導し、保護者とも協力しながら長欠
者・退学者を出さない環境づくりに努める。

Ｂ

三修制への理解はほぼ全員が深めているが、今年度は3名が
四修制による履修をしている。今後も、保護者と連携を図り
ながら、現3年生とともに卒業できるように指導したい。 Ｂ

三修制への理解はほぼ全員が深めているが、今年度の3，4年
生は全員卒業できるので、来年度は4学年がなくなる。今後
も、保護者と連携を図り、全員が3年間で卒業できるように
努めたい。

２ 生徒の実態に応
じた指導を行ってい
ますか。

④ 「授業がわかりやすく、授業に
よって学力が身についている」と
思う生徒が70％以上である。

・知識や思考力の基礎基本の定着を最優先課題としてステッ
プアップサポート事業等を授業改善に組織的に取り組む。ま
た、授業外の個別指導や長期休暇中の補習を充実させ、生徒
の個性や個別の状況に適した指導を進める。 Ａ Ａ

授業がわかりやすい、学力が身についているという質問への
評価が高い生徒は80％を超えている。授業外の個別指導や夏
季補習等で個別最適化学習を進めることもできた。今後も教
材の工夫、ICTの活用、個別指導など、更に工夫を重ねてい
きたい。

Ａ Ａ

授業がわかりやすい、学力が身についているという質問への
評価が高い生徒は80％を超えている。授業外の個別指導や長
期休業中補習等で個別最適化学習を進めることもできた。来
年度はさらなるICTの活用、個別指導などを進め、更に工夫
を重ねたい。

３ 生徒は確かな学
力を身に付けていま
すか。

⑤ 成績不振者は全生徒の５％以下
である。

・保護者との面談も実施しながら家庭での協力を仰ぎ、生徒
には個別指導や補習を通して、生徒一人一人の実態に応じた
丁寧な指導を継続する。 Ｂ Ｂ

1学期末成績不振者は2名(全体の6％)であった。いずれも欠
席が多いことが原因である。保護者面談を行い、家庭での協
力をお願いした。今後も連絡を密に取りたい。 Ｂ Ｂ

2学期末成績不振者は4名(全体の12％)であった。いずれも欠
席が多いことが原因である。保護者面談を行い、家庭での協
力をお願いした。学年末では1名も出ないように指導した
い。

⑥ 生徒に関する情報交換を週１回
以上実施している。

・組織的な対応を前提として、情報交換による共通理解が日
常的に行われる、風通しの良い職場環境をより一層整備して
いく。 Ａ

ＩＣＴ活用による打ち合わせや職員会議を行い、迅速で正確
な情報交換を実施している。職員間の率直な意見交換をさら
に進め、生徒の現状把握に努めたい。 Ａ

日頃から、生徒情報の共有は頻繁に行うことができた。ＩＣ
Ｔ活用による打ち合わせや職員会議も職員全員が無理なくで
きている。来年度はさらに意見交換を進めたい。

⑦ 生徒会活動が充実していると評
価する生徒が75％以上である。

・クラスマッチ、食の教室、校内発表会等を中心に、生徒会
役員と全校生徒による主体的な生徒会活動が行われるよう、
継続的に指導していく。

Ａ Ａ

生徒会活動に積極的に取り組んでいると回答した生徒は89％
であり、昨年度の同時期より17％上昇した。昨年同時期は学
校行事が中止となっていたことが要因と考えられる。今後も
感染症対策を徹底し、生徒主体の学校行事を運営する。 Ａ Ａ

生徒会活動に積極的に取り組んでいると回答した生徒は91％
であり、今年度第1回より2ポイント上昇した。今後も感染症
対策を徹底し、生徒主体の学校行事を運営し、生徒の達成感
を感じさせたい。

５　学校はいじめの
防止や早期発見に向
けた取組を積極的に
行っていますか。

⑧ いじめの発生防止に努め、いじ
めの解消率が100％である。

・定期的ないじめアンケートのみならず、普段から教職員一
人一人が生徒をよく観察し、組織として情報を共有すること
で、早期発見・早期対応に努め、本校の五常の教えを踏まえ
て、いじめの未然防止と解決に努める。

Ｂ Ｂ

１学期は１件のいじめ事案が確認された。組織的な対応をし
た結果、本人、保護者、関係した生徒たちには、状況の改善
が見られる。今後も継続して適切な指導を行い、完全な解消
に迎えるように対応したい。

Ａ Ａ

１学期に発生したいじめ事案は、組織的な対応をした結果、
完全に解消することができた。来年度は案件０を目指し、普
段からの生徒指導を徹底したい。

６ 生徒は健康で、
規則正しい学校生活
を送っていますか。

⑨ 欠席、遅刻者数は、定時制課程
としては極めて低い状態。全生徒
数の５％以下である。

・基本的生活習慣の確立に向けて遅刻・欠席・早退を減らす
指導を、家庭の協力を得ながら継続していく。スクールカウ
ンセラー制度も必要に応じて積極的に活用し、外部機関との
連携も重視する。

Ｂ Ｂ

1学期は欠席率7％であった。昨年度同時期比は3ポイント上
昇した。欠席20日を超える生徒の理由は明確であるので、家
庭やスクールカウンセラーとの連携を密にして、改善を図り
たい。

Ｂ Ｂ

2学期は欠席率3.4％となり、1学期と比較し、改善が見られ
る。今後も家庭やスクールカウンセラーとの連携を密にし
て、改善を図りたい。また、外部機関との連携も進めてお
り、組織的な対応をしている。

⑩ 進路通信等を年６回以上発行す
る。

・１学年から進路意識の向上・職業観の育成のための組織
的・計画的な指導を実施する。進路通信「船出」を計画的に
発行し、卒業生や社会人講師の活用など外部との連携も継続
していく。

Ａ

進路通信はすでに６回発行し、様々な角度からの進路情報を
提供することができた。また、前橋での進路イベントに生徒
が参加した。2学期は社会人講師を活用した進路講話を計画
している。

Ａ

進路通信を毎月発行し、様々な角度からの進路情報を提供す
ることができた。また、前橋での進路イベントや卒業学年か
らの進路体験報告会、キャリア教育講演会等を実施した。来
年度はさらに、有益な情報提供ができるようにアンテナを高
くしたい。

⑪ 家庭での話し合いを促し、生徒
の将来の志望について理解してい
る保護者が65％以上である。

・学校からの配布物が保護者に渡るように連絡を徹底すると
ともに、面談等を通して進路に関する家庭内での話し合いを
促す。生徒と保護者が同じ視線で進路を見つめることができ
るように支援をしていく。 Ａ Ａ

保護者に理解されていると回答した生徒は89％であり、生徒
の希望を理解していると回答した保護者は93％であった。昨
年度の同時期よりも生徒17%、保護者9%上昇した。相互の理
解度が更に上がるように今後も面談や情報提供を継続し、家
庭での話し合いを促したい。

Ａ Ａ

第2回調査では保護者に理解されていると回答した生徒は
82％となり、第1回より数値が低下したが保護者は96％と
なっている。共に数値は高いが一部、進路方向に対する意見
が合わない家庭もあるので、面談等を繰り返す必要がある。

８ 生徒は自らの進
路について真剣に考
え、その実現に向け
て取り組んでいます
か。

⑫ 好ましい職業観を育成するよ
う、在学中に就業体験をした生徒
が80％以上である。

・勤労青年の学びの場としての定時制の理念に基づき、ハ
ローワークなど外部機関との連携を図りながら、生徒の社会
性や自己肯定感育成のためにも、引き続き就業体験を支援す
る。アルバイトだけでなく、インターンシップの活用も検討
する。

Ｂ Ｂ

アルバイトを含めた在学中の就業経験者は76％であった。入
学間もない１年生は昨年度と同様、半数以上が就業未経験で
ある。今後は生徒・保護者の意志を尊重しながら、就業体験
を促すよう指導していきたい。 Ｂ Ｂ

アルバイトを含めた在学中の就業経験者は数値的な変化が見
られず、１年生を中心に就業未経験がいる。体調面で不安が
ある生徒もいるので、就業体験を促すのは生徒・保護者の意
志を尊重しながら行いたい。

⑬ 学校便り等（５：３０新聞及び
５：３０新聞ミニを含む）を月２
回以上発行する。

・今年度も年２回の５：３０新聞、毎月の５：３０新聞ミニ
の発行を継続する。生徒、保護者、外部に向けて情報発信を
積極的に行い、広報を継続する。

Ａ Ａ

5:30新聞ミニや保健だより、進路通信等で学校からの情報発
信を積極的におこなっている。保護者の満足度は89％であっ
た。昨年度より14％向上した。今後も内容を充実させて、発
行を続けたい。 Ａ Ａ

5:30新聞ミニや保健だより、進路通信等で学校からの情報発
信を積極的におこなっている。保護者の満足度は96％であっ
たが、生徒は配布物を渡していないような数値が見られる。
今後もWEB活用による情報発信を徹底したい。

⑭ ホームページの更新を毎月実施
する。

・全日制と連携しながら、定時制のホームページを適宜更新
し、より一層の情報発信に努める。また、必要に応じてＨＰ
のレイアウトなどを工夫し、より見やすい工夫をしていく。

Ａ

毎月の5:30新聞ミニのHP掲載や毎週更新を原則としている定
時制のブログ「笑顔の5:30」により、授業や行事、日常の学
校生活の様子をわかりやすく発信している。今後も内容を充
実させて、タイムリーな情報発信をしたい。 Ａ

毎月の5:30新聞ミニのHP掲載や毎週更新を原則としている定
時制のブログ「笑顔の5:30」により、授業や行事、日常の学
校生活の様子をわかりやすく発信している。今後も内容を充
実させて、タイムリーな情報発信をしたい。

⑮ 保護者面談の他、公開授業を年
２回以上行う。

・保護者面談、公開授業、学校見学の随時受入を継続して行
う。沼高定時制の広報に努め、中学校訪問も随時実施してい
く。

Ａ Ａ

6月に保護者面談及び三者面談、保護者限定の公開授業を実
施した。のべ9名の保護者が授業見学をした。今後の公開授
業は新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて判断した
い。また、学校説明会だけでなく、随時中学生等の見学を受
け入れたい。

Ａ Ａ

6月に保護者面談及び三者面談、保護者限定の公開授業を実
施した。また、11月には中学校にも働きかけた公開授業を行
い、20名以上の来校者を迎えた。今後は在校生と共に、定時
制教育の魅力について情報発信を行いたい。

10　ICTを活用した
指導を行っています
か。

⑯　スタディサプリを1日1回以上
利用している。

・到達度テストを実施して、自らの課題を可視化すること
で、知識･技能の抜けもれを埋めるための学習コンテンツを
確認することができる。 Ｃ Ｃ

予定していた到達度テストが、予算の関係で実施できなかっ
た。実際に使ったことがない生徒が32％もいるので、授業等
での利用を促したい。 Ｃ Ｃ

予定していた到達度テストが、予算の関係で実施できなかっ
た。毎日利用している生徒も数名おり、授業等での活用を行
うことで、利用を促したい。

11　ICTを活用した
業務改善を行ってい
ますか。

⑰　ICTを活用した通知に、生徒･
保護者の80％以上が満足してい
る。

・対面では伝えにくいこともオンラインだとできる生徒も増
えている。様々な連絡ツールを持つことで、学校と家庭の信
頼関係を強くする。

Ａ Ａ

授業におけるＩＣＴ活用への満足度は89％、保護者へのＩＣ
Ｔ機器活用認知度は96％といずれも高い数値となっている。
Google Classroomのスマホ連携やブログの存在が大きいと考
えられるので、さらに内容を充実させて継続していきたい。 Ａ Ａ

2学期当初の分散登校でのオンライン授業により、ＩＣＴ活
用への満足度は生徒・保護者とも非常に高い数値である。
Google Classroomのスマホ連携やブログの存在が大きいと考
えられるので、さらに内容を充実させて継続していきたい。

Ⅵ  教育のデジ
タル化に努めて
いますか。

４ 組織的・継続的
な指導を行っていま
すか。

Ⅴ　開かれた学
校づくりに努め
ていますか。

９ 家庭、地域社会
に積極的に情報発信
をしていますか。

１ 特色ある教育活
動を行っています
か。

７ 計画的な指導を
行っていますか。

Ⅰ  特色ある学
校づくりに努め
ていますか。

Ⅱ  生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

Ⅲ  生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

Ⅳ  生徒の主体
的な進路選択に
ついて適切な指
導をしています
か。

羅　　　針　　　盤 第１回　点検・評価 第２回　点検・評価
方　　策
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